
洋菓子のすべてがここに
　わが国のお菓子文化は、およそ他国に見られぬ多様性に富んで
います。何ごとによらず先ずは受け入れるという柔軟性と好奇
心、加えて持ち続けたさらなる向上心等、私たち日本民族が古来
より備えている常なる前向きの姿勢がそれを育んだ何よりの大き
な要因と申せましょう。そうしたことは特にお菓子の分野に限っ
たことでもありますまいが、これこそが日本人の持つ懐の深さで
あり、長年にわたって養われてきたアイデンティティーでもある
のでしょう。かつて中国大陸より伝えられた唐菓子を足がかりに、
和菓子の世界を完成に導き、西欧よりの南蛮菓子、和蘭菓子を西
洋菓子、洋菓子へと道筋を付けていったように……。後者の過程
を振り返るに、開国後の明治以降、ランダムに入ってきた各国菓
子をみごとなまでに取り入れ、咀嚼し、さらにはショートケーキ
やスウィートポテトなどに見られる日本独自の洋風秀菓を生み出
し、結果、今日あるエキサイティングなわが国の洋菓子の世界が
構築されていったのです。かようなることをひとつにまとめんと、
1991 年に主婦の友社より『洋菓子事典』なる書を上梓させていた
だきました。しかしながら顧るにあれからすでに四半世紀が経過
しております。その間の状況も驚くほどの変化を見せ、特にイン
ターネット等の普及により、情報の量はかつてないほど膨大にな
りました。
　そして新しいニュースや次々と生み出される流行は、私達の生
活に更なる変化をもたらしました。また、その一方では、記憶の
彼方に押しやられようとするものもないではありません。そうし
たことを書き留め、今あるものを出来る限り収めんと、ここに洋
菓子百科事典を編むべく、あらためて拙筆をとらせていただいた
次第です。
　内容につきましては、先ずは分かる範囲でのエピソードを添え
た様々なお菓子類の紹介と作り方を、しかと押さえさせていただ
きました。またその範囲においては、欧米はもとよりロシア、中東、
豪州、インドからアジア圏にまで筆を及ばせ、且つ、洋菓子の原
点ともいえるエジプト、ギリシア、ローマといった古代社会や中世、
近世等のお菓子類にまでも、時空を遡って訪ね、加えて日本にお
ける、かつてのまぎれもない洋風菓子たる南蛮菓子をもカヴァー
いたしました。次いでお菓子作りに必要な原材料や機器類、製菓
用語、さらにはこの分野に貢献した名だたる製菓人や料理人、そ
うした職業における守護聖人に至るまで、洋菓子文化を構築する
およその分野の語彙を網羅し、本書の充実を図りました。かてて
加えて、巻末には、甘き世界の流れの把握として、洋菓子の世界
史並びに日本史といった歩みの概略をも附記いたしました。
　本書をもってわが国洋菓子界の発展にいささかなりと寄与する
ことができましたら、それこそが著者の喜びとするところです。
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本書の特長
❖取り上げている地域や時代は幅広く、日本でもおなじみの洋菓子から世界各地
の銘菓、洋菓子に影響を与えたものまで多岐にわたります。

❖フランス・ドイツ・イギリスのお菓子はもちろん、イタリア・スペイン・ポル
トガル・アメリカ・ロシア・東欧・北欧・中東・アジア、それに各国の地方菓
子も幅広く集めました。さらには古代ローマ・ギリシアや日本の南蛮菓子など、
時代を遡った菓子類も紹介しています。

❖見出し語には対応する原語表記や他の言語での呼称を併記しました。

❖洋菓子の配合や製法のみならず、歴史やエピソード、社会現象など文化的背景
も記述しました。

❖原材料・機器類・製菓用語・製菓人など、洋菓子
文化をとりまく分野の語彙もカバーしています。

❖写真も多数掲載し、見た目にも楽しい事典です。

❖巻末に洋菓子の年表を収録しました。

著者略歴

𠮷田菊次郎（よしだ きくじろう）
1944 年東京生まれ。明治大学商学部卒業後渡欧し、フ
ランス、スイスで製菓修業。その間、第一回菓子世界
大会銅賞（1971 年於パリ）他、数々の国際賞を受賞する。
帰国後、「ブールミッシュ」を開業（本店・銀座）。
現在、同社社長の他、製菓フード業界のさまざまな要
職を兼ねる。文筆、テレビ、ラジオ、講演などでも活躍。
2004 年、フランス共和国より農事功労章シュヴァリエ
受章および厚生労働省より「現代の名工・卓越した技
能者」受章。2005 年厚生労働省より「若者の人間力を
高めるための国民会議」委員拝命。同年、天皇・皇后
両陛下より秋の園遊会のお招きにあずかる。2007 年日
本食生活文化賞金賞受賞。2011 年厚生労働省より「職
場のいじめ、嫌がらせ問題に関する円卓会議」委員拝
命。2012 年大手前大学客員教授に就任。2014 年フラ
ンス料理アカデミー・フランス本部会員に推挙される。
同年、果実王国やまなし大使に任命される。

主な著書に、『あめ細工』『チョコレート菓子』『パティ
スリー』（柴田書店）、『洋菓子事典』（主婦の友社）、『デ
パート B1 物語』（平凡社）、『お菓子漫遊記』『お菓子
な歳時記』『父の後ろ姿』（時事通信社）、『万国お菓子
物語』（晶文社）、『西洋菓子彷徨始末』『東北新スイー
ツ紀行』『左見右見』（朝文社）、『スイーツクルーズ世
界一周おやつ旅』（クルーズトラベラーカンパニー）、
『今までにないスイーツの発想と組み立て』（誠文堂新
光社）他多数。
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